





主  論  文 
 
Effect of a COPD Intervention on COPD Awareness in a Regional City in Japan 
 
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の認知度からみた 
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潜在患者数は全人口 40 歳以上の 8.6％、約 530 万人と予想されているが、実際の COPD
患者数は約 26 万人で、多くが未治療と報告されている。その理由として、COPD につ
いての認知が不十分で、初期症状である労作時の息切れ、咳嗽、喀痰が加齢によるも
のと誤解されていることが原因と考えられている。 
我々は 2004 年から長崎県松浦市にて地域住民に対して COPD 早期発見・早期治療の
ためのシステム構築、ならびに COPD の認知度向上を目的に、保健所、行政、医師会








 対象は、長崎県松浦市の全人口 24,580 人中、40 歳から 74 歳までの特定健診対象住
民 5891 名とした。 
 方法は、対象に COPD に関する自己記入式アンケートを郵送し、健診会場にて回収









タ数）×100。統計は Mann-Whitney の U 検定、カイ二乗検定を用い、危険率を 5％未
満とした。 
 
結   果 
 アンケートの回答者数は、全体で 5,891 名中 1,447 名（24.6％）、本土群：4,419
名中 1,078 名（23.8％）、島嶼群：1,472 名中 369 名 (25.1％）と 2群間の回収率に
差は認められなかった（p=0.63）。全回答者数のうち、有効データは 1,406 名で、60
歳から74歳までが全体の63.2％を占めた。平均年齢は島嶼群（62.7歳）が本土群（60.0
歳）よりも高かった。有効データのうち、COPD 認知度は全体で 299 名（21.3％）、本
土群 257 名（24.5％）、島嶼群 42 名（11.8％）と本土群が有意に高かった(P＜0.01)。
年代別の比較では両群とも 70-74 歳の認知度が低かった。認知度を群別、年代別、性
別別で検討すると、50-59 歳の島嶼群女性が最も低かった。COPD を知っていると回答
した 276 名の COPD の原因や症状、治療に関する項目の正解率は 8割以上で、2群間の
正解率に差は認められなかった。 
 
考   察 












結   語 
 本土群の認知度は約 25％と島嶼群 11.8％と比較して高値であり、COPD 対策事業は
一定の効果があったと考えられた。しかし、先行研究と比較しての COPD 認知度は高
いとはいえず、特に高齢者ほど認知度が低かったことから高齢者の喫煙者を含めた
COPD ハイリスク群に対する COPD 対策事業の介入方法を再検討する必要があると思わ
れた。  
